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史跡村上城跡の活用について

史跡村上城跡は平成 10 年 3 月に策定した「史跡村上城跡整備基本計画書」に基づ

き、計画的に整備を行ってきております。

平成 31 年度には、今後の適切な「保存」と「活用」により、その価値を次世代へ

継承するため「史跡村上城跡保存活用計画」を策定することとしています。

史跡の現状を把握し、課題を認識し、必要な対策を施すための方針や具体的な方

法等を「保存管理」、「活用」、「整備」、「運営・体制」の観点から策定します。

１．「史跡村上城跡保存活用計画」について

（１）策定委員会について

計画は策定委員会を設置して平成 32 年 3 月までに作成します。委員は各部門から

なる以下の 10 名で構成し、委員会の下に史跡村上城跡地内の区長と小中学校長等で

構成する作業部会を設置します。

なお、策定委員の助言者として、文化庁記念物課調査官と県教委文化行政課専門

調査員を予定しています。

○策定委員

・史跡部門 ：１名

・石垣・考古部門：１名

・植生部門 ：１名

・防災部門 ：１名

・観光部門 ：１名

・都市計画部門 ：１名

・文化財部門 ：１名

・教育部門 ：１名

・所有者 ：１名

・地元関係 ：１名

史跡村上城跡を東から望む

（２）計画の位置付けと他計画との関係

基本目標５ 伝統と文化を育む、すこやか

な郷育のまちづくり

政策５－３ 文化財の保存活用と芸術・文

化の振興

主要施策３ 史跡の整備と活用

基本方針４ 文化活動、文化財の保存・活

用の推進

基本施策６ 高度な専門性の追求

関連する市の主な個別計画

・村上市歴史的風致維持向上計画 (H28.10)

・お城山とその周辺整備基本計画 (H4.3)

・村上市都市計画マスタープラン (H22.3)

・村上市環境基本計画 (H23.3)

・村上市景観計画 (H25.3)

史跡村上城跡

整備基本計画

関係法令等

上 位 計 画

第２次村上市総合計画（H29.3)

（平成 29～33 年度）

第２次村上市教育基本計画（H29.3)

（平成 29～33 年度）

・文化財保護法

・文化財保護法施行例

・都市計画法

・建築基準法

・都市公園法（都市公園）

・森林法（保健保安林）

・農業振興地域の整備に関する法律

（農業振興地域）

・鳥獣保護及狩猟ニ関スル法律

鳥獣保護区／野鳥愛護区）

保存活用計画

史跡村上城跡
整

合

・

連

携

整
合
・
連
携

整
合
・
連
携

整
合
・
連
携

整
合
・
連
携

整合・連携

(H32.3) (H10.3)



史 跡 等 の 指 定 地 平 面 図

２．「活用」の現状と課題

（１）現 状

①年間利用者数 約４０，０００人（史跡村上城跡保存育英会発表）

②観光はもとより、散策等市民の日常的利用もみられる。

③山頂部にはサクラが植樹されており、開花時には花見客でにぎわっている。

④近隣の小学生の遠足などの校外学習の場として利用されている。

⑤利用者は西山麓の七曲り道を利用し、山頂部南側の本丸跡を訪れ眺望や休憩す

る場合が多い。また、東側には中世／戦国時代の遺構が良好に残っているため

に、東山麓から登城する来訪者もいる。

⑥便益施設として西山麓に便所、近隣に普通車約５０台駐車可能な駐車場（平成

３０年度末竣工）がある。山頂の本丸跡には休憩用のベンチが備えられている。

⑦(一財)村上城跡保存育英会に定期的な草刈りや清掃業務を委託している。
⑧ (株 )東北電力村上電力センターが年１回、地域住民とともに草刈りや清掃作業
を行っている。

⑨城下の道路沿いに案内板、山頂などに名称標、案内板、解説板等のサインが設

置されているが、統一性がなく、老朽化したものもある。

⑩整備に伴う発掘成果を一般公開するために現地説明会を開催し、参加者から好

評を得ている。

⑪普及啓発用のリーフレットを数年ごとに作成、配布している。

（２）課 題

①植生の適切な管理

・東面は植林による杉林、西面は雑木林で、特に東側から石垣を確認すること

が難しい状況である。斜面全域が保険保安林であり、間伐等による伐採木の

搬出が困難であること、土地所有者の許可が必要であること等、課題が多い。

・山頂に植えられたサクラが老木化しており、倒木の恐れがある。また、サク

ラの根が石垣に悪影響を与えている。

・自生するヤマユリや他の山野草等稀少品種の保護と史跡村上城跡の石垣保

全・顕在化との調整が必要。

②村上城跡への動線

・駐車場への大型バスの乗入れが不可でり、郷土資料館等大型バス用駐車場か

ら村上城跡への誘導が必要。また、市内観光施設からのルートプランの設定

が必要。

③説明看板の充実

・山頂の石垣、門、曲輪等の説明板の充実が必要であるが、景観上配慮が必要。

④山上の便益施設の充実

・史跡地内のため、遺構が存在する場所にはトイレや東屋などの休憩施設の設

置できない。

・山上であるため、電気・水道・トイレの汚物処理等に課題がある。

⑤観光資源である村上城跡の知名度向上と活用事業の周知

・発掘調査現地見学会の案内は、市報・市ホームページ・県内市町村教育委員

会へのダイレクトメールで行っているが、活用の充実を図るためには周知方

法の改善が必要。

・新しい調査成果などを随時発信するツールが必要。

⑥生きた歴史教材としての有効活用

・児童、生徒が学習する機会を積極的に創出する必要がある。

史跡村上城跡の指定範囲（赤線）
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